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これからの安全教育と編集方針

１　教職免許法の改正による安全教育の必修化

平成 20 年 6 月に ｢学校保健法等の一部を改正する法
律｣ が公布され， 従来の学校保健に加えて学校安全の充実
を図った「学校保健安全法」が平成 21 年４月１日から施
行されています｡

この法改正の背景には， 児童生徒等が被害者や，ときに
は加害者となるような事件，事故，災害等の発生の増加な
ど，児童生徒等の安全を取り巻く実態や環境の変化に対応
するとともに，学校安全に関わる学校の設置者並びに国及
び地方公共団体の責務を明確化して学校安全の一層の充実
を図る必要性を求める社会的な要請の高まりがありまし
た。そのため，改正された学校保健安全法の第 3 条 2 項
には，「国は，各学校における安全に係る取組を総合的か
つ効果的に推進するため，学校安全の推進に関する計画の
策定その他所要の措置を講ずるものとする」と，「学校安
全の推進に関する計画」を策定する国の責務が明記されま
した。この条項により，国は大阪教育大学附属池田小学校
事件や東日本大震災をはじめとする自然災害の教訓なども
踏まえ，各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果
的に進めるため，生活安全，災害安全，交通安全を強化す
る観点から，国が取り組むべき安全に関する教育の充実や，
地域社会，家庭との連携を図った学校安全の推進などの具
体的方策を取りまとめた「学校安全の推進に関する計画」
が平成 24 年 4 月に策定されました。この計画の中で，「国
は，教員養成段階にある学生への学校安全に関する教育に
ついて，各大学の自主性を踏まえつつ，教員養成課程で学
ぶことが必要な内容を整理するとともに，学校安全に関連
する講義の開設や教育実習での学校安全に係る業務の実施
など積極的な取組がなされるよう促す」と教員養成課程に
おける学校安全の取扱いの充実について提言がなされまし
た。

その後，平成 27 年 12 月に中央教育審議会から「これ
からの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」が
答申され，その中に示された教職課程の見直しのイメージ
に基づいて，教育職員免許法施行規則の一部が改正され，
「教育の基礎的理解に関する科目」に含めることが必要
な事項として，「ハ　教育に関する社会的，制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含
む。）」と規定されたことで，教職課程における学校安全の
内容の必修化が図られることとなりました。

さらに，平成 29 年 3 月に閣議決定された「第 2 次学校
安全の推進に関する計画」でも，前述した中央教育審議会
答申を受け，「教職課程に学校安全への対応に関する内容
を含めることが提言されているところであり，今後実施さ
れる制度改正を踏まえつつ，採用後の教員に求められる資
質・能力を念頭に置きながら，各大学は，教職課程におけ
る学校安全の取扱いの充実が求められる」と明記され，教

職課程における学校安全に関わる講義内容の充実が図られ
ているところです。

このように，国の施策として充実が進められている学校
安全について，安全教育の推進に関わる取組をみると，平
成 13 年 11 月に，学校における安全教育，安全管理，組
織活動の各内容を網羅して解説した総合的な資料として，
「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」
が文部科学省から発刊されました。その後，前述した学
校保健法の改正や平成 20 年の学習指導要領の改訂を踏ま
えて平成 22 年 3 月に内容項目の改訂が行われました。さ
らに前述した「第 2 次学校安全の推進に関する計画」で，
「国は，安全教育に関する各種参考資料の作成等に当たっ
て，学校安全に関する変化や新たな状況などの現代的課題
を踏まえる必要がある」と明記されたことを受け，スマー
トフォンやＳＮＳの普及など児童生徒等を取り巻く環境の
変化や学校を標的とした新たな危機事象の発生など，児童
生徒等を取り巻く安全に関する社会的な状況が変化してき
ていることや，「学校事故対応に関する指針」（平成 28 年
3 月）の策定や平成 29 年の学習指導要領の改訂などを踏
まえ，平成 31 年 3 月に改訂 2 版が発刊されました。

ところで，この「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ
学校での安全教育」の表題に示されている「生きる力」とは，
「変化が激しく，新しい未知の課題に試行錯誤しながらも
対応することが求められる複雑で難しい次代を担う子供た
ちにとって，将来の職業や生活を見通して，社会において
自立的に生きるために必要とされる力」と説明されていま
す。そのため，今回刊行された小学校安全副読本「みんな
の安全」では，「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ学
校での安全教育」改訂 2 版に示されているように，「生き
る力」の育成を通じて，児童がいかなる状況下でも自らの
命を守り抜き，安全で安心な生活や社会を実現するために
主体的に行動する態度を育成することを支援する安全教育
が，各学校において効果的に展開されることを支援するた
めの副読本として編集されています。

２　安全教育の位置付け

学校安全の活動は，児童生徒等が自らの行動や外部環境
に存在するさまざまな危険を制御して，自ら安全に行動し
たり，他の人や社会の安全のために貢献したりできるよう
にすることを目指す安全教育と，児童生徒等を取り巻く環
境を安全に整えることを目指す安全管理，そして両者の活
動を円滑に進めるための組織活動という三つの主要な活動
から構成されている。安全教育と安全管理は学校安全の両
輪とされ，相互に関連付けて組織的に行う必要がある。例
えば，児童生徒等が危険な状況を知らせたり，安全マップ
づくりのような簡単な安全点検に関わる体験活動に取り組
んだりすることは，安全管理の取組の充実につながるだけ

藤田大輔（大阪教育大学教授／大阪教育大学学校安全推進センター長）
木宮敬信（常葉大学教授）
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でなく，安全教育の観点からも効果的であるとされる。
学校における安全教育は，主に学校教育法等に基づき，

各学校で教育課程を編成する際の基準として定める学習指
導要領等を踏まえ，地域や学校の実態に応じて，学校の教
育活動全体を通じて実施される。なお，学校安全の推進に
関する施策の方向性と具体的な方策は，おおむね 5 年ご
とに閣議決定される「学校安全の推進に関する計画」に定
められており，これらを踏まえて学校安全の取組を進めて
いく必要がある。
「小学校学習指導要領」の総則では，安全教育に関して，

以下の通り規定している。

〇安全に関する指導については，体育科，家庭科及び
特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外国
語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれ
ぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。

〇それらの指導を通じて，家庭や地域社会との連携を
図りながら，日常生活において適切な体育・健康に
関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全
で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配
慮すること。

〇教育課程の編成及び実施に当たっては，…学校安全
計画…など，各分野における学校の全体計画等と関
連付けながら，効果的な指導が行われるように留意
するものとする。

つまり，各学校においては，安全に関する指導について，
各教科において指導すべき内容を整理して，学校安全計画
に位置付けることにより，系統的・体系的な安全教育を計
画的に実施することとなる。

■学校教育の目標
安全教育では，日常生活全般における安全確保のために

必要な事項を実践的に理解し，自他の生命尊重を基盤とし
て，生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに，
進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるよう，
安全に関する以下のような資質・能力を育成することを目
標としている。

〈知識・技能〉
さまざまな自然災害や事件・事故等の危険性，安全

で安心な社会づくりの意義を理解し，安全な生活を実
現するために必要な知識や技能を身に付けていること。

〈思考力・判断力・表現力等〉
自らの安全の状況を適切に評価するとともに，必要

な情報を収集し，安全な生活を実現するために何が必
要かを考え，適切に意思決定し，行動するために必要
な力を身に付けていること。

〈学びに向かう力・人間性等〉
安全に関するさまざまな課題に関心をもち，主体的

に自他の安全な生活を実現しようとしたり，安全で安
心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に

付けていること。

各学校においては，これを踏まえ，児童生徒等や学校，
地域の実態及び児童生徒等の発達の段階を考慮して学校の
特色を生かした目標や指導の重点を計画し，教育課程を編
成・実施していくことが重要である。その中で，日常生活
において，危険な状況を適切に判断し，回避するために最
善を尽くそうとする「主体的に行動する態度」を育成する
とともに，危険に際して自らの命を守り抜くための「自助」，
自らが進んで安全で安心な社会づくりに参加し，貢献でき
る力を身に付けるための「共助，公助」の視点からの安全
教育を推進することが重要である。

■安全教育の内容
安全教育の内容は，生活安全，交通安全，災害安全の各

領域について整理される。生活安全では，日常生活で起こ
る事件・事故の内容や発生原因，結果と安全確保の方法に
ついて理解し，安全に行動ができるようにすることが重要
である。具体的には，安全な登下校の仕方，犯罪に対する
行動の仕方，犯罪被害の防止，インターネット利用による
犯罪被害の防止と適切な利用の仕方などが含まれる。

交通安全では，さまざまな交通場面における危険につい
て理解し，安全な歩行，自転車・二輪車等の利用ができる
ようにすることが重要である。具体的には，安全な道路の
歩行や横断の仕方，交通機関利用時の安全な行動，自転車
の正しい乗り方，交通法規の正しい理解と遵守などが含ま
れる。

災害安全では，さまざまな災害発生時における危険につ
いて理解し，正しい備えと適切な判断ができるようにする
ことが重要である。具体的には，地震・津波や火災，風水
（雪）害，落雷等の危険の理解と安全な行動の仕方，避難
場所の役割や地域防災活動の理解や積極的な参加，災害時
の心のケア，災害情報の活用や備えについての理解などが
含まれる。

■教育課程における安全教育
学校における安全教育は，児童生徒等が安全に関する資

質・能力を教科等横断的な視点で確実に育むことができる
よう，自助，共助，公助の視点を適切に取り入れながら，
地域の特性や児童生徒等の実情に応じて，各教科等の安全
に関する内容のつながりを整理し教育課程を編成すること
が重要である。具体的には，各教科において年間を通じて
指導すべき内容を整理して，学校安全計画に位置付けるこ
とにより，系統的・体系的な安全教育を計画的に実施する
ことが求められる。その際，家庭や地域社会との連携及び
校種間の連携にも配慮することが重要である。また，児童
生徒等の意識の変容などの教育課程の実施状況に関する各
種データの把握・分析を通じて，安全教育に関する取組状
況を把握・検証し，その結果を教育課程の改善につなげて
いくなど，カリキュラムマネジメントの確立を通じて地域
の特性や児童生徒等の実情に応じた安全教育を推進するこ
とが求められる。

見
本



3

指導
資料

■安全教育の進め方
安全教育を効果的に進めるためには，危険予測の演習，

視聴覚教材や資料の活用，地域や校内の安全マップづくり，
学外の専門家による指導，避難訓練や応急手当のような実
習，誘拐や傷害などの犯罪から身を守るためのロールプレ
イングの導入など，さまざまな手法を適宜取り入れ，児童
生徒等が安全上の課題について，自ら考え主体的な行動に
つながるような工夫が必要である。授業においてはさまざ
まな危機事象についての知識学習が基本となるものの，学
んだ知識を有効なものとするために，実践的・体験的な学
習が不可欠である。

各教科における指導については，前述したカリキュラ
ム・マネジメントの視点が重要となる。特に，さまざまな
自然災害の発生や，情報化やグローバル化等の社会の変化
に伴い児童生徒等を取り巻く安全に関する環境も変化して
いることから，身の回りの生活の安全，交通安全，防災に
関する指導や，情報技術の進展に伴う新たな事件・事故防
止，国民保護等の非常時の対応等の，新たな安全上の課題
に関する指導を一層重視し，安全に関する情報を正しく判
断し，安全のための行動に結び付けられるようにすること
が重要であるとしている。

■各教科などとの連携や計画的な指導
小学校学習指導要領の第１章総則の「第１　小学校教育

の基本と教育課程の役割」の ⑶ において，「安全に関す
る指導」は，「体育科，家庭科及び特別活動の時間はもと
より，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時
間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう
努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社
会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・
健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全
で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮する
こと。」と明記され，小学校の各教科との連携を図りなが
ら家庭や地域とも連携した「安全に関する指導」を実践す
ることが求められている。

また同じ総則の「第２　教育課程の編成」の「２　教科
等横断的な視点に立った資質・能力の育成」では，「⑵ 各
学校においては，児童や学校，地域の実態及び児童の発達
の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて
次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応
して求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成
していくことができるよう，各学校の特色を生かした教育
課程の編成を図るものとする。」と，「安全に関する指導」
に関わって，次代の安心で安全な社会を担う人材を育成す
るという観点を基盤とする教科横断的な視点で教育課程を
編成することが求められている。

そこでまず，小学校学習指導要領の体育科保健領域の内
容を見ると，第５学年で「けがの防止」について，「交通
事故や身の回りの生活の危険が原因となるけがの防止」と
「けがの手当」を学習することが規定されている。特に「交
通事故，水の事故，学校生活の事故や，犯罪被害の防止」
を目的として，子どもたちに安全な環境の構築を考え実践

する能力が育成されるよう指導することの必要性が明記さ
れている。また「けがの手当」としては，「速やかな処置」
と「近くの大人に知らせること」が大切であることや，「自
らできる簡単な手当」として応急処置能力の育成について
具体的に指導するとともに，「危険の予測や回避」ができ
る能力の育成を目的とした学習活動の展開が明記されてい
るところである。

一方，学習指導要領の他の教科における「安全に関する
指導」に関わる内容の取扱いを教科・学年ごとに見ると，
まず第１学年及び第２学年の「生活科」で「学校の施設の
様子や学校生活を支えている人々や友達，通学路の様子や
その安全を守っている人々などについて考える」ことがで
き，楽しく安心して遊びや生活をしたり，安全な登下校が
できるように指導することとされている。

また「社会科」では，第３学年で「身近な地域の安全を
守るための諸活動」について，消防署や警察署などの関係
機関が地域の安全を守っていることや，相互に連携して緊
急時に対処する体制をとっていること，関係機関が地域の
人々と協力して火災や事故などの防止に努めていることを
理解させることが求められている。さらに第４学年で，「自
然災害から地域の安全を守るための諸活動」について理解
させるとともに，「地域の関係機関や人々が，自然災害に
対し様々な協力をして対処してきたことや，今後想定され
る災害に対して様々な備えをしていることを理解させるこ
と」が求められている。特に「地震災害，津波災害，風水
害，火山災害，雪害などの中から過去に県内で発生したも
のを選択して取り上げ，県庁や市役所の働き，防災情報の
発信，避難体制の確保などの働き，自衛隊など国の機関と
の関わりを取り上げること」が求められている。また第５
学年でも，「自然災害は国土の自然条件などと関連して発
生していることや，自然災害から国土を保全し国民生活を
守るために国や県などが様々な対策や事業を進めているこ
と」を学習させることが求められている。

次に「理科」では，第５学年で「台風の進路による天気
の変化や台風と降雨との関係及びそれに伴う自然災害につ
いても触れる」よう求められている。また第６学年では土
地の変化として「火山の噴火や地震」を取り上げ，自然災
害について触れることとされている。

さらに「家庭科」では，「健康・快適・安全で豊かな食生活，
衣生活，住生活に向けて考え，工夫する活動」の中で，調
理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い，及び加熱
用調理器具の安全な取扱い，手縫いやミシン縫いにおける
用具の安全な取扱いについて指導することが求められてい
る。

また特別の教科の「道徳」では，「節度，節制」の領域
として，第１学年及び第２学年で「健康や安全に気を付け，
物や金銭を大切にし，身の回りを整え，わがままをしない
で，規則正しい生活をすること。」，第３学年及び第４学年
で「自分でできることは自分でやり，安全に気を付け，よ
く考えて行動し，節度のある生活をすること。」，そして第
５学年及び第６学年で「安全に気を付けることや，生活習
慣の大切さについて理解し，自分の生活を見直し，節度を

見
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守り節制に心掛けること。」を学習することと規定されて
いる。

最後に「特別活動」では，〔学級活動〕として「⑵ ウ　
心身ともに健康で安全な生活態度の形成　現在及び生涯に
わたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，
災害等から身を守り安全に行動すること。」が，〔学校行事〕
の「⑶ 健康安全・体育的行事」として，地震・火災・不
審者侵入時等の各種の避難訓練を通じて，「心身の健全な
発達や健康の保持増進，事件や事故，災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度
の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資する
ようにすること。」が求められている。

以上述べてきたように，学習指導要領では小学校におけ
る「安全に関する指導」について，年間計画の中で各教科
や特別活動の時間を通じて，教科横断的かつ学年間での関
連に配慮しつつ，体系的な指導が展開されるよう工夫され
る必要があると示されているところである。

■指導上の留意点
安全教育の到達目標は，児童が自ら判断し安全な行動を

とることができる力を身に付けさせることである。自ら判
断するためには，身の回りのさまざまな危険や，それぞれ
の予防，対処方法を知ることが必要であり，発達段階に応
じた知識学習は，その基礎となる部分である。しかしな
がら，知識学習だけで自らの行動を変容することは難しく，
応用的な学習が必要となる。知識を活用するための応用学
習としては，実践的（体験的）な学びが効果的である。ま
た，安全に対する意識を高め，自ら学んだ知識を活用しよ
う態度を養うことも重要である。つまり，安全に「行動」
させるためには，知識学習と実践的（体験的）学習を並行
して行うことや，安全に対する意識を高める工夫が必要と
言える。

特に，危機場面において迅速に行動するためには，実践
的（体験的）な学びを繰り返し行うことが必要である。例
えば，避難訓練について考えてみると，知識学習としては，
避難の約束（おかしも，おはしもなど）や，地震の初動と
して机の下に潜り机の脚を押さえること，教室外であって
も何らかの方法で頭を守ることなどを学ぶことである。し
かし，実際の危機場面では，知識学習だけで行動できると
は限らない。避難訓練で実際に机の下に潜るなどの行動を
繰り返し何回も行うことで，いざという時に自然と行動で
きるようになるのである。また，こうした安全学習の評価
については，知識の定着度を評価するだけでなく，実際に
行動できているか，また行動が変容したかといった視点で
評価することが大切である。

■発達段階による配慮
低学年児童に対しては，より細かな配慮も必要となる。

例えば，横断歩道を渡る際，「左右を確認しましょう」と
教えるのは知識学習の第一歩である。しかし，実際の横断
場面では，「左右の何を確認するのか」「どこで確認するの
か」といったことが重要になる。車が来るか来ないかを

確認するだけでなく，車の脇をすり抜けてくるバイク，歩
道を走ってくる自転車，路地から曲がって出てくる車など，
さまざまな状況が考えられる。しかも，こうした場面は横
断する場所によってすべて異なっている。つまり，知識や
経験を一般化し難い低学年児童に対しては，この場所を渡
るときは，ここでこれを見るといった具体的な教え方をす
ることが効果的と言える。

高学年児童に対しては，知識学習に加えて，安全意識を
高める工夫が必要である。発達段階が上がると，知識があっ
ても行動が伴わないケースが多く見られる。中には，好奇
心や冒険心から，あえて危険な行為を選択するような場面
もある。安全意識を高めるためには，継続的な学習機会の
提供に加え，なぜ安全な生活を送らなくてはいけないのか
といった動機付けを行う必要がある。そのための例として
は，被災者や被害者についての学習や社会の中での自分の
役割などについて学ぶことが効果的と言える。

３　安全教育副読本「みんなの安全」の使用について

前述したように，安全教育は各教科や行事，日常指導と
連携して行うことが重要である。また，この横断的な指導
を効果的なものとするために，安全教育に特化した副読本
を使用することが推奨される。各教科における安全関連分
野については，文部科学省学校安全資料『「生きる力」を
はぐくむ学校での安全教育』の中で示されているが，それ
ぞれの教科書では，他の教科とどのような関連があるのか
といったカリキュラム・マネジメントの視点や具体的な教
育内容については十分に含まれてはいない。そこで，教科
内容と関連付けながら具体的な教育内容を網羅的に記載し
ている副読本を，授業や日常指導で活用することで，児童
にとってより理解しやすくなるだけでなく，教師にとって
も教えやすくなると考えられる。また，教師の授業準備の
負担が減少することも期待できる。

安全教育副読本「みんなの安全」では，絵図でさまざま
な危険な場面を紹介すると同時に，事故データなども紹介
されている。また，紙面で掲載し切れない詳細な情報や画
像等については，ウェブサイトと連動し必要な情報が円
滑に提供できるよう工夫されている。こうした絵図やデー
タを授業内で使用することで，児童が危機場面を想像しや
すくなる。特に，想像力の乏しく具体的なイメージを持た
せることが難しい低学年児童にとっては，副読本の絵図や
ウェブサイトの映像の活用が非常に効果的となる。

また，副読本は内容が細分化されているため，短い時間
で活用することができる。朝の会や帰りの会といった日々
の指導機会に，地域の情勢等を踏まえながら適宜副読本や
ウェブサイトを活用することで，理解が深まり実践力が高
まることが期待できる。こうした日々の言葉かけや指導に
より授業や行事で学んだ内容を定着化させ，安全意識の低
下を防ぐことが，児童の安全確保に効果的であることは言
うまでもない。

見
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みんなの安全　６年　p.14 ～ 15　　❷生活安全
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協力

工夫

犯罪から身を守るために①
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：地域での犯罪被害に対する安全な行動，犯罪被害の防止対策について知る。

❶　犯罪から身を守るために，今まで何度も学習してき
たことを思い出し，自ら考えて，安全な行動がとれる
ようにする。命に関わることでもあり，繰り返し学習
することの大切さにも触れるようにする。

❷　犯罪が起こりやすい場面を示している。今までに学
習したことなどを基に考える。注意点は，児童書 p.15
にまとめている。ワークシートに記入するとよい。

❸　誰もいない家であるが，一人で家に入るときは，周
りに人がいないかを確認して，家の人がいるという設
定で入るようにする。

❹　駐輪場は誰でも入ることができる。死角が多く，人
が隠れやすい，人の注意が向かない（心理的に「見え
ない」）場所である。自転車を駐輪するときは，周り
に注意することを徹底する。

❺　一人で歩かないことを基本としたいが，一人のとき
はなるべく明るい，人通りの多い道を選択する。近道
だからという理由で暗く人通りの少ない道を選択しな
いようにする。自転車乗車時でも同様である。

❻　エレベーターでは，暴行や連れ去りの暴行や連れ去
りの事件の危険がある。エレベーターでの立つ位置に
注意すること，知らない人と二人きりになったら，近
くの階で降りるようにする。マンションなどでは階段
や踊り場などでも事件が発生している。

❼　玄関で一緒に入り込まれてしまうこともあるので，
一人で帰宅の場合は注意する。

❽　駐輪場，駐車場は事件が多く起こっている。なるべ

く，一人では入らないようにする。
❾　６年生では，塾や習い事で遅くなる児童も多くなる。
家の人に，出先から帰る連絡をするなどして居場所が
わかるようにし，できるだけ迎えに来てもらう。
10　❻と合わせて確認する。
11　声をかけられたり，手をつかまれたりしたら，大声
を出す，防犯ブザーを鳴らす，ホイッスルを鳴らすな
どして，犯人をひるませて，逃げる。もしものときは
恐怖でできなくなるので，大声を出す練習，防犯ブザー
を使う練習，ホイッスルを鳴らす練習をしておく。大
声を出すときは「出しやすい言葉」でよい。
●ワークシートで確認してもよい。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所や場面，危険なめにあわない
ためにどうすればよいかを押さえている。
・絵を見て，犯罪が起こりやすい場所や場面と，それを
回避する方法などについて考えている。
・真剣に学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽

●❾ ●10

●11

警察，スクールガードなど

児童書p.14～19を一連の学
習として取り組むなど

保健（５年：けがの防止）

防犯教室，１学期のなるべく
早い時期，夏休み前など

指導・活動の目安
10 ～ 15分

指導の要点・留意点

４

指導
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『みんなの安全６年』の内容解説

『みんなの安全６年』の内容解説は，次のように構成されています。
・１見開きごとに１ページにまとめて，見やすく掲載しています。
・児童書紙面の縮刷に番号をふり，内容や要点を解説しています。
・各内容の取り扱いの目安時間や時期，協力・連携する相手や工夫の例，他教科等との関連を見やすく示しています。
・参考として，各教科と同様の評価の観点を示しています。

児童書でのタイトルです。

学習目標及び学習内容を示しています。指導計画
を立てるときに活用できます。

各内容の取り扱い方の例を示しています。

番号ごとに，指導の要点・留意点や事項解説など
を示しています。
各教科と同様に，内容に応じた「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」について，評価の観点の例を示しています。

児童書の縮刷の要点に番号を付しています。

児童書でのページ番号，章のタイトルです。

取り扱いの目安時間を示しています。

望ましい取り扱い時期を示しています。

学校内外で協力や連携を図るとよりよ
い学習・指導ができる人などを示して
います。

よりよい指導のための工夫，準備など
の工夫の例を示しています。

他教科などとの関連を示しています。

内容解説の見方

いつ

かん
れん

協力

工夫
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みんなの安全　６年　もくじ〜p.1　　
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協力

工夫

もくじ ／ この本の使い方

❶　この本を通じて登場するキャラクターである。課題
の提示や要点の整理，見方・考え方などを適所で発言
する。学習を進める上でのヒントを提示したり，学習
を深めることを促すときに参照させるとよい。

❷　学習の目標と課題。課題解決的に学習を進められる
ように設定している。

❸　記入欄を随所に設定している。この他，「ワークシー
ト」を使用して作業することもできる。

❹　理解度や学習の取り組みに対する自己評価欄を設定
している。知識の定着や主体的な学習への取り組みを
確認することができる。

❺　「振り返る」「考える」「調べる」「チェックする」「話
し合う」「伝える」「まとめる」の７つのマークによっ
て，どんな活動をすればよいかがわかり，主体的・対
話的な学習ができる。随所に，理解度や学習の取り組
みに対する自己評価欄を設定している。知識の定着や
主体的な学習への取り組みを確認することができる。

❻　「かんれん」マークによって，各教科などとの関連
を示し，カリキュラム・マネジメントを行いやすくし
ている。内容については，各ページを参照していただ
きたい。

　　「おうちで」マークは，学習したことを生活につな
げられるように設定している。

❼　「見てみよう」マークでは，本文内にある二次元コー
ド（ＱＲコード）をタブレットなどで読み取り，資料
や外部ウェブサイトを閲覧する。学びを広げたり，深

めたりすることができる。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ ●❼

指導の要点・留意点

見
本
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いつ
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1 今日から最上級生
●学習目標：最上級生としての自覚を持ち，通学路での危険な場所や事故を予測し，自分や下級生を守る行動ができるよう

にする。
●学習内容：自分や下級生の，通学路の安全な歩行の仕方，安全な登下校の仕方を知る。

❶　新学期最初に，目的として，最上級生としての自覚
を持てることを設定している。危険を予知し，より安
全な方法を考えるとともに，具体的に手本を示したり，
下級生にわかりやすく注意を促せたりできるようにす
る。

❷　通学路の安全を確保するため，どのような行動をと
ればよいのかを考える。下級生が危険な行為をしてい
るとき，どのように注意すればよいか，具体的な内容
を考える。低学年の児童が通学中，交通事故にあうケー
スが多い。安全な道の選択，安全な歩き方，安全なス
ピードを心がけ，適切な行動がとれるようにする。

❸　４つの場面での注意事項について考える。
・交差点で横断歩道を渡るとき：歩行者用信号が青で

も，左折してくることがあるので，渡るときは周り
をよく見て，車に巻き込まれないよう注意する。

・見通しの悪い道路を渡るとき：飛び出しをしない。
一時停止して，右・左・右を確認する。カーブミ
ラーがある場合は，それを使って確認する。

・自転車で危険な乗り方をしているのを見たとき：ヘ
ルメット未着用，ジグザグ運転，手放し運転，歩行
者・高齢者への妨害・迷惑など，禁止事項を伝える。

・広がって歩いているところを見たとき：友達と話を
したり，ふざけたりしての通行は，他の人の通行を
妨げたり，人とぶつかったりするため，しないよう
に注意する。人や自転車，車に注意すること。

❹　ワークシートを活用して，友達の考えも聞くとよい。

❺　危険箇所，注意箇所については，下記のとおり（児
童書縮刷上の赤丸）。ワークシートの記入欄を使用し
てもよい。
・自転車の並走。信号無視。後方から自動車が来てい

る。
・ヘルメット未着用で二人乗りをして，一時停止をし

ていない。二人乗りは法律で禁止されている。左か
ら車いすの人が来ていることも気づいていない。

・横断歩道のないところで，駐車中の車の前を横断し
ている。向かい側で友達が呼んでいる。

・公園前の自転車駐輪が高齢者の歩行を妨害している。
・ボールを追いかけて公園から飛び出す。
・一時停止，安全確認をしていない。

❻　「１年生を交通事故から守ろう」では，学習したこ
とをまとめて，発表や周知を行う。表現の仕方や発表
様式・方法などを児童が自主的に考えて活動する。

【評価の観点】
・最上級生として，自分だけでなく下級生の安全も守れ

る存在になる必要が出てくることを理解している。
・安全な通学や道路の歩き方などについて，下級生にア

ドバイスする前提で考えている。
・最上級生としての自覚を持っている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
学習を踏まえて１年生に指導
する。

道徳（思いやり，感謝）

１学期はじめの時期，１年生
の通学指導の時期など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.4 〜 5　　❶毎日を楽しく過ごすために

いつ

かん
れん

協力

工夫

2 規則正しい生活と安全
●学習目標：毎日の生活を健康で安全に過ごすために，生活を見直し，感染症や熱中症などの予防を実施することができる

ようにする。
●学習内容：規則正しい生活，健康で安全な生活，感染症や熱中症などの予防について知る。

❶　自分の１日の生活を振り返り，規則正しく生活や，
健康で安全な生活につながる生活が送れているかを
チェックする。

❷　平日の１週間分（５日分）としているが，土日も含
めてもよい。睡眠，食事，運動，１日の時間計画につ
いてチェックできるようにしている。

❸　運動，食事，休養・睡眠について，まとめている。
３年保健「健康な生活」で学習したことを思い出し，
健康で安全な生活を送ることの大切さを理解する。

❹　「時間を守る」ことへの意識を持たせる。安全の視
点を踏まえ，「時間を過ぎてしまった」「時間が足りな
い」などによる焦りなどの心的要因に関わって事故が
発生することを理解する。

❺　感染症や熱中症は，学校生活，日常生活において，
児童の身近になっている。自分で予防の行動ができる
ようにする。

❻　学校感染症には，新型コロナウイルス感染症のほか，
インフルエンザ，麻疹，流行性耳下腺炎，風疹などさ
まざまにある。部屋に入るときや大勢の人が使用する
物を使う前，使った後などの手洗い，消毒などをする。

❼　熱中症は夏の暑い日だけでなく，湿気や熱気がこも
る室内でも起こる。これには健康状態も関係してくる
が，予防として，涼しい服装をし，水分補給や休養に
心がけ，風通しのよいところで活動するようにする。
体調が悪くなったときは，すぐに先生や大人に知らせ
るようにする。

　　また，熱中症に関する情報として，天気予報や環境
省ウェブサイトなどを参考にして，児童が自主的に服
装を決めたり，活動の仕方に役立てたりするとよい。

❽　環境が健康に影響する例としては，光化学スモッグ
や PM2.5 がある。注意報などの放送などが入ったと
きは，屋外での運動をやめて，室内に入るようにさせ
る。目やのどへの刺激により症状が出る。

❾　手の洗い方について，動画や絵を参考にして，正し
い洗い方をしっかり理解させ，実践させる。「見てみ
よう」二次元コード（ＱＲコード）により，外部ウェ
ブサイトを参照できる。

　・正しい手洗いの仕方（政府インターネットテレビ）
　・10/15世界手洗いの日（日本ユニセフ協会）
●ワークシートを使用してもよい。

【評価の観点】
・感染症や熱中症の予防について理解している。
・感染症や熱中症の予防の方法について考えている。
・生活で気を付けられることを具体的に考えている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

●❼

●❽

●❾

養護教諭

保健（病気の予防）
道徳（節度，節制）

１学期はじめの時期。感染症
の流行時期，暑くなる時期な
ど

指導・活動の目安
各 5〜 10分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.6 〜 7　　❶毎日を楽しく過ごすために

いつ

かん
れん

協力

工夫

3 みんな仲よく
●学習目標：友達との関わりを上手に保ち，健康で安全に生活を送ることができるようにする。
●学習内容：心の健康につながる人間関係づくりや，多様性を認める態度について考える。

❶　不安や悩み，いらいらといった心の状態は，安全な
行動を妨げるなどの影響がある。小学生では，友達と
の人間関係が不安や悩みにつながりやすい。友達との
人間関係づくりが上手に行えるように，具体場面を例
に考える。

❷　自分の普段の発言や行動が他の人に伝わっているか，
友達の気持ちや意見を聞いているか（気にかけたこと
はあるか）などについて，振り返る。嫌な思いや経験
をしたことがある児童がいる場合は，配慮をする必要
がある。

❸　児童書 p. ６〜７の❶～❸の場面で児童が考えを記入
する。さまざまな解決方法が挙がることが予想される。
❶「順番に並んでいるから，並んでください。」「ごめ

んなさい。急いでいるので，先に入れてくれない？」
など。言い方によってはけんかに発展することもあ
る。よく考えて冷静に対応できるようにする。
❷「私も意見があるから，聞いてほしいな。」「他の子

の意見がありそうだから，全員の意見を聞いたほう
がいいと思うよ。」など。みんなで，みんなが発言
できる場がつくれるようになるとよい。
❸「明日も学校だし，もう 10 時だから寝たいんだけど，

だめかな。」「うん，わかった。この話はまた今度に
しようか。」など。インターネットを介した SNS 上
では，いつもの友達であっても，ちょっとしたきっ
かけで言葉によってきずつける，きずつけられてい
ることがある。

❹　人々の多様性の尊重や価値観の異なる人を互いに認
め合い，一緒にいろいろなことに勉強したり，運動し
たりするなどの活動ができるようになることを願って，
紹介している。

❺　自分の周りにはたくさんの人がいることを認識して，
上手に関わって明るく楽しく元気に過ごすには，どう
すればよいか考え，まとめる。

❻　活動範囲が広がれば必然的に関わる人も増えていく。
さまざまな悩みを持っている子，悩みのない子，悩み
の種類はさまざまだが，自分の相談しやすい周りの
人に助けを求めてよいことを知る。「24 時間子供 SOS
ダイヤル」（文部科学省）だけでなく，相談できると
ころがあることを知らせる。

❼　遊びや運動，スポーツは，ルールを守る態度や，友
情や絆を育むことにつながる。異年齢の集団も含め，
人間関係の大きな変化をする時期でもある。体育の時
間と連携して，スポーツをつくる活動を行うことで，
多様性について考えることができる。ワークシートで
関わりのある人たちのよいところを見つける活動をし
てみよう。

【評価の観点】
・心の健康が安全と関連していることに気づいている。
・心の健康が安全と関連していることを踏まえ，友達と

よりよい関係を築くことについて考えたりまとめたり
している。

・グループなどで仲よく学習している。

●❶
●❷

●❸
●❹

●❺

●❻
●❼

養護教諭など

保健（５年：心の健康），道
徳（友情・信頼，相互理解・
寛容）

１学期はじめの時期，いじめ
などの兆候が見られたときな
ど

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.8 〜 9　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

下級生をけがや事故から守る
●学習目標：学校での事故の発生状況を理解し，下級生の安全も守れるよう，安全な行動ができるようにする。
●学習内容：最上級生としての安全な行動，下級生を守るための安全な行動について知る。

❶　学校の中で起こっているけがや事故を踏まえて，下
級生の安全を守れるように，自分の行動を振り返る
きっかけとする。最上級生として，下級生のお手本と
なる態度や行動をとらなくてはならない。

❷　高学年の児童が校庭で遊んでいる様子である。休み
時間になると，どの学年の子も校庭にやってくること
を踏まえる。思い切り遊ぶことは大切なことであるが，
事故やけがによって下級生にけがを負わせてはならな
いことを理解する。

❸　危険な場面である３か所は，次の通りである。
・ボール投げで後方にそらし，一輪車の子（低学年）

にぶつかりそうになっている。
・サッカーで蹴ったボールが，地面に絵などを描いて

いる二人に当たりそうになる。
・追いかけっこで逃げる途中，前を見ずに逃げていて，

縄跳びしている子にぶつかりそうになる。
❹　ワークシートを活用するとよい。考える視点として，

体育の時間と比較するとよい。体育の時間は審判がい
る，互いにどんな動きをするか予想できる，注意を払っ
て行動している，ルールが決められているなど。

❺　児童書 p. ９左側：６年生がボールをかかえて，休
み時間で急いで校庭に出ようと，二人で横に並んで話
しながら，廊下を走っている。曲がり角で，歩いてき
た１年生と衝突した。転んで腰を痛めた様子。低学年
と高学年では体の大きさが違うので，衝突時に下級生
に大きなけがを負わせてしまう。

❻　児童書 p. ９右側：話に夢中になって階段を下りて
くる 6 年生二人と，急いで駆け上がってくる 1 年生
とぶつかり，階段から落ちそうになっている。

❼　自らの行動によって起こるけがもあることを知るこ
とで，グループで下級生をけがから守るための工夫を
考え，実行してもよい。

❽　ワークシートで自分の考えをまとめるとよい。人だ
けでなく，周りの環境の様子にも気づかせる。
①不要な画びょうを取り除いて，片付ける。
②水によって滑ることがあるため，モップや雑巾など

でふきとる。

【評価の観点】
・学校の中で起きる事故やけがを押さえている。
・下級生を事故やけがから守るために，どんなことを伝

えればよいか考えている。
・最上級生としての自覚を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺ ●❻

●❼
●❽

養護教諭，保健委員会

保健委員会で調べたりまとめ
たりしたことを活用する。学
習したことを保健委員会に共
有する。など

１学期の早い時期など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

1

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.10 〜 11　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

学校の施設や設備
●学習目標：学校の施設や設備の機能を理解し，学校が安全に保たれていることを知る。
●学習内容：施設や設備の機能の理解をしたり，事故事例からけがの防止の仕方について考えたりする。

❶　学校の中に設置されている施設・設備について，普
段見ていて知っているものもある。それの設置目的と
働きを理解する。

❷　教員や学校校務員などに取材したり，授業に登場し
てもらったりしてもよい。
・AED（自動体外式除細動器）：心停止状態の人に対

して電気ショックを用いて，心肺蘇生を行う医療機
器。学校でも実習などが行われ，高学年でも扱うこ
とができるが，設置場所を把握して，いつでも取り
に行けるようにする。

・防犯カメラ：学校訪問者を撮影している。
・防火とびら・防火シャッター：法律上は防火戸。火

災の被害を最小限におさえるためのもの。自動・手
動がある。普段は触れないようにする。

・非常階段：災害時の避難の際に使用するため，普段
は使用しない。

・火災報知器・消火栓：廊下などに設置されていて，
非常ベルを鳴らすと，関係各所に通報される。消火
用ホースなども入っており，触れないようにする。

・給食用エレベーター：食缶や食器などを運ぶためも
ので，給食の時間のみ可動する。使用時には十分な
注意が必要である。

❸　施設と設備，その働きを調べて，ワークシートを使
用してまとめてもよい。学校での設置場所についても
調べ，施設・設備安全マップを作って下級生に知らせ
てもよい。また，学校校務員さんや教員によって，学

校が安全に保たれていることを補足する。
❹　６年生と１年生の校庭での事故事例である。児童書

p. ８～９で学習したことを踏まえて，けがの防止に
ついて考える。
・６年生の遊んでいるときの気持ち。
・ボールを当てる遊びに適した広さを確保していたか。
・周りに人がどのくらいいたか。　　など
まとめとして，
・遊びの場所を確保すること。校庭では，下級生も遊

んでいること。周りを見ながら行動すること。
が挙げられる。また，１年生に大けがを負わせ，自分
も大けがをしたことによって，多くの人に心配をかけ
ることになったことにも注目させたい。原因追求をす
るのではなく，再発防止の視点で考えさせる。

❺　ワークシートを使用してもよい。

【評価の観点】
・学校のさまざまな施設・設備と安全の関係を理解して

いる。
・学校のさまざまな施設・設備を調べたり，事故事例を

もとに考えたり話し合ったりしている。
・学んだことを生活に生かそうとしている。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

学校校務員など

学校で起きた事故事例を活用
する（関係者がいる場合は配
慮する）

１学期の早い時期，１年生の
校内探検の前など

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

２

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.12 〜 13　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

けがをしたら
●学習目標：簡単な応急手当の仕方について理解し，けがをした場合に適切な行動ができるようにする。
●学習内容：簡単なけがの手当，事故発生時の対応の仕方について知る。

❶　簡単なけがの手当ができるようにして，下級生が目
の前でけがをしたときや，事故などに居合わせた際に
適切な行動ができるようにする。

❷　５年保健「けがの防止」で学習したことを振り返り，
実習をしてみるとよい。

❸　自分でできるきずの手当である。適切な処置は悪化
を防止することができる。手当の一般的な注意事項を
挙げ，注意するように指導する。
・手当をする際は，しっかりと自分の手を洗う。
・けがをした人の血液にふれない。
・きず口に脱脂綿やティッシュペーパーを当てない。
・出血がひどいときは止血をする。直接きず口を圧迫

する（直接圧迫止血法）。出血部を心臓より高くす
る。直接圧迫止血法が止血の基本であり，間接圧迫
止血法や止血帯法は，直接圧迫止血法が行えないと
きのみとする。

❹　水泳中にこむらがえりが起きたときは，水難事故に
直結するので，慌てずに対処できるようにする。

●ワークシートに記入するとよい。
❺　きず口がふさがってきずが治ると，かさぶたは自然

にとれる。自然にはがれるまではそのままにして，無
理にはがさないようにする。きずの治療には，湿潤療
法もある。養護教諭と相談し，推奨している治療方法
を例に指導するとよい。

❻　けがをした下級生への対応については，①「大丈
夫？」と声をかけ，痛いところを訪ねる。泣いていたら，

心配を和らげる言葉をかけながら，保健室へ連れてい
く。②「大丈夫？」と声をかけ，意識がないときは近
くにいる友達に先生を呼んでもらうようにする。頭を
打っているときは体を動かさないようにする。

●ワークシートに記入するとよい。
❼　けがや事故の発生現場に居合わせた場合，通報とと

もに，傷病者の安全確保が必要となる。自分一人で，
携帯電話を持っていない場合は公衆電話などで通報し
なくてならない。その使い方や自分がよく通る道など
の設置場所を知る（「おうちで」マーク）。事故の場所・
目標物・事故の様子・けがの程度などを伝える。通報
時は慌てたり，戸惑ったりすることがあるが，応答先
の人が質問をしてくれるので，落ち着いてそれに回答
すればよい。公衆電話ボックス，電柱や自動販売機な
どでその場所の位置がわかる。

❽　公衆電話の使用の仕方については，「見てみよう」
二次元コード（QR コード）にて，NTT 東日本ウェブ
サイト「はじめての公衆電話キッズページ」を参照で
きる。

【評価の観点】
・けがをしたときや見たとき，緊急時の公衆電話の使い

方など，安全のために重要なことを押さえている。
・けがの手当を思い出して実習したり，調べたりしてい

る。
・いざというときに必要となることを認識している。

●❶
●❷
●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

養護教諭

保健（５年：けがの防止）

１学期はじめの時期など

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

３

見
本



13

指導
資料

みんなの安全　６年　p.14 〜 15　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

犯罪から身を守るために①
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：地域での犯罪被害に対する安全な行動，犯罪被害の防止対策について知る。

❶　犯罪から身を守るために，今まで何度も学習してき
たことを思い出し，自ら考えて，安全な行動がとれる
ようにする。命に関わることでもあり，繰り返し学習
することの大切さにも触れるようにする。

❷　犯罪が起こりやすい場面を示している。今までに学
習したことなどを基に考える。注意点は，児童書 p.15
にまとめている。ワークシートに記入するとよい。

❸　誰もいない家であるが，一人で家に入るときは，周
りに人がいないかを確認して，家の人がいるという設
定で入るようにする。

❹　駐輪場は誰でも入ることができる。死角が多く，人
が隠れやすい，人の注意が向かない（心理的に「見え
ない」）場所である。自転車を駐輪するときは，周り
に注意することを徹底する。

❺　一人で歩かないことを基本としたいが，一人のとき
はなるべく明るい，人通りの多い道を選択する。近道
だからという理由で暗く人通りの少ない道を選択しな
いようにする。自転車乗車時でも同様である。

❻　エレベーターでは，暴行や連れ去りの暴行や連れ去
りの事件の危険がある。エレベーターでの立つ位置に
注意すること，知らない人と二人きりになったら，近
くの階で降りるようにする。マンションなどでは階段
や踊り場などでも事件が発生している。

❼　玄関で一緒に入り込まれてしまうこともあるので，
一人で帰宅の場合は注意する。

❽　駐輪場，駐車場は事件が多く起こっている。なるべ

く，一人では入らないようにする。
❾　６年生では，塾や習い事で遅くなる児童も多くなる。

家の人に，出先から帰る連絡をするなどして居場所が
わかるようにし，できるだけ迎えに来てもらう。

❿　❻と合わせて確認する。
⓫　声をかけられたり，手をつかまれたりしたら，大声

を出す，防犯ブザーを鳴らす，ホイッスルを鳴らすな
どして，犯人をひるませて，逃げる。もしものときは
恐怖でできなくなるので，大声を出す練習，防犯ブザー
を使う練習，ホイッスルを鳴らす練習をしておく。大
声を出すときは「出しやすい言葉」でよい。

●ワークシートで確認してもよい。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所や場面，危険なめにあわない

ためにどうすればよいかを押さえている。
・絵を見て，犯罪が起こりやすい場所や場面と，それを

回避する方法などについて考えている。
・真剣に学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽

●❾ ●❿

●⓫

警察，スクールガードなど

児童書p.14〜19を一連の学
習として取り組むなど

保健（５年：けがの防止）

防犯教室，１学期のなるべく
早い時期，夏休み前など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

４

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.16 〜 17　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

５ 犯罪から身を守るために②
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：地域での犯罪被害に対する安全な行動，犯罪被害の防止対策について知る。

❶　犯罪による被害が起きやすい場所を理解して，自ら
安全な行動がとれるよう考えて行動できるようにする。

❷　犯罪が起きやすい場面を示している。それぞれの場
所にどんな特徴があるかを考え，起きやすい理由を４
つの中から選択する。

❸　「アンダーパス（地下道）」の理由：①，②，④。周
りから見えない，人目につかない場所で，落書きがさ
れていることから，関心が向かない場所といえる。

❹　「ごみが放置されているような場所」の理由：②，④。
人目につかない場所だから放置されるし，人の関心も
向かない場所といえる。

❺　「河川じきのおくの道など」の理由：①，②，④。
人のいるところから離れているので，人目につかず，
関心も向かない場所である。草木が生い茂る場所でも
あるので，死角といえる。

❻　「駅前などの人の多いところ」の理由：③。人や交
通量，情報量などが多いので，人の注意が散漫になる。
人が多くいても「心理的に見えない」場所となる。

❼　ワークシートを使ってもよい。
❽　公園は誰でも入ることができ，構造によっては隠れ

る場所もあるため，特にトイレでは犯罪が起きやすい。
使用するときは，絶対に一人で行かないことを指導す
る。後をつけて入り込まれる，トイレに連れ込まれる
などである。

❾　駐車場は，駐輪場と同様，誰でも入ることができ，
暗く，死角が多く，人が隠れやすい場所である。広い

スペースがあることで遊ぼうとする児童もいる。犯罪
による被害のほか，自動車による事故にも注意する必
要がある。

❿　「子ども 110 番の家」の看板やステッカーのついた
住宅，コンビニエンスストア，店，駅などを家の人と
一緒に確認しておく。地域によって違うので，実物を
確認できるようにする（「おうちで」マーク）。タクシー
やバスなども取り組みがあり，地域の実態に合わせる。

⓫　ワークシートを使用してまとめてもよい。
⓬　「割れ窓理論」は，アメリカの犯罪学者によって提

唱された。日本の地域でもこの考え方を基に，防犯活
動を推進している。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所や場面について理解している。
・絵を見て，犯罪が起こりやすい場所や場面とその理由

を考えている。
・学習したことを生活に生かそうとしている。

●❶

●❷
●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽ ●❾

●❿

●⓫

●⓬

警察，スクールガードなど

児童書p.14〜19を一連の学
習として取り組むなど

保健（５年：けがの防止）

防犯教室の前後など

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

見
本



15

指導
資料

みんなの安全　６年　p.18 〜 19　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

６ 安全マップをつくろう
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：身の回りでの犯罪対策の理解，犯罪防止対策の理解と自分たちの役割を知る。

❶　地域での犯罪被害の現状を今までの学習で理解し，
安全な行動をしようとする意欲が養われている。ここ
では，最上級生として，防犯における自分たちででき
ることを考えて，防犯の「安全マップ」づくりに取り
組む。

❷　グループに分かれて，防犯に特化した安全マップを
つくる準備をする。ワークシートを使ってもよい。

❸　今まで学習したことを思い出し，「入りやすい」「見
えにくい」場所の定義を確認する。チェック表などを
作成して，基礎資料としてもよい。作成工程は，児童
の自主的な活動となるように，自由に選択させる。

❹　調べる道具については，何が必要か，グループ内で
の担当を決める。外でタブレットを使用するときは，
落下，破損，紛失などに注意させる。

❺　町で調査するときは，事前に注意事項を理解してさ
せたり，行動範囲をあらかじめ決めておいたりする必
要がある。

❻　危険な箇所ばかりに目がいってしまいがちだが，安
全な場所，逃げ込める場所の存在の確認も必要である。

❼　地図を作成するにあたり，人権，プライバシーの観
点から，住宅の位置や個人特定ができない写真の撮影
をする配慮ができるようにする。撮影時は許可を得る
ようにするが，情報モラルに関する指導と合わせて行
う。

❽　安全マップは，下級生にも役立つように意識して考
える。模造紙に作成する場面であるが，付箋・シール

なの使用，ICT 機器を使用したプレゼンテーション資
料作成ができる。タイトル，どのツールを使用するの
かなど，児童に選択させてもよい。

❾　考えてまとめたことをどのように周知するか，考え
る。級生にもわかるようにするには，やさしい言葉で
表現する，漢字にふりがなを振る，絵や写真を交えて
構成する，見やすい高さに掲示するなどの工夫が考え
られる。他教科で学習したことを大いに活用させたい。
発表会，掲示物などさまざまな形態があるが，すべて
を児童が計画して進行するとよい。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所の条件を押さえている。
・犯罪が起こりやすい場所がどんなところかを踏まえ，

実際の場所で，それらを考えたり判断したりしている。
・友達と協力し，積極的に考えながら活動をしている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

●❽

●❾

警察，地域住民など

児童書p.14〜19を一連の学
習として取り組むなど

保健（５年：けがの防止）

防犯教室の前後など

指導・活動の目安
学習 15分，安全マップづ
くり活動１〜２時間

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.20 〜 21　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

７ インターネットでの安全
●学習目標：情報社会における危険から身を守るとともに，不適切な行動をしないようにする。
●学習内容：スマートフォンやタブレットなどでのインターネットの使用の仕方，利用の約束やきまりを守っている。

❶　児童のスマートフォンやタブレットなどインター
ネット利用率も年々増加し，１日の利用時間年々長く
なっている。使用の仕方によってはトラブルを招くこ
とがあるため，トラブルになる前に使用時の注意事項
を理解する。

❷　４つの場面を示したが，家庭での使用を思い出して
考える。４つの場面から考えられる問題を挙げる。な
お，スマートフォンなどの端末機器を持っていない，
ネット環境がない場合は指導時に配慮が必要である。

❸　インターネットゲームやアプリのゲームで，課金を
している。それに必要な名前，アドレス，銀行口座な
どの個人情報を入力している。

❹　インターネットゲームで知り合った人（顔も知らな
い人）と，会う約束をしている。

❺　遊んでいるときの危険な行動（交通事故や犯罪につ
ながる行為，迷惑行為など）の写真を撮り，SNS にアッ
プロードし拡散されている。

❻　自分が気にいった曲を聞いてほしくて，動画を SNS
にアップロードした。

❼　児童書 p.20 の４つの場面の問題を見つけて，注意
をしなければならないことをワークシートでまとめる
とよい。

❽　ウェブサイトや SNS 上での書き込みについては，
取り消せないことを理解する。この他，課金の必要な
ゲーム，アプリの使用，サイトへの自分の個人情報の
登録は，必ず家の人に相談するようにさせる。

❾　SNS などインターネットを介しての，知らない人と
のやり取りは慎重に行う。相手がどんな人がわからな
い状態で，メッセージを送っている。相手から会おう
と言われたり，詐欺メール，詐欺サイトにだまされた
りなどトラブルにつながった事件がある。

❿　SNS などでの写真や動画の掲載は簡単にできるが，
肖像権，著作権上の諸問題，撮影写真による位置情報
の特定などによる悪用など，トラブルにつながること
がある。

⓫　被害者，加害者の両方になる危険性があることを確
認する。正しい使用の仕方を身に付けて，困ったとき
は自分だけで判断せずに相談する。

⓬　インターネットの長時間の利用は，健康にも影響が
出ている。長時間続けて使用したり，夜遅くまで使い
続けたりすることによる睡眠不足や体調不良，心身に
影響をきたす。目，首，肩，腰などへの疲れの症状が
現れる。

⓭　これからますますインターネットを利用することが
増えてくるため，安全で健康的な使用の仕方ができる
よう指導する。

【評価の観点】
・インターネットなどの安全な使い方を押さえている。
・場面を見て，インターネットの使い方の危険性と，安

全な使い方を考えている。
・普段の生活を振り返り，改善していこうと考えている。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽ ●❾

●❿

●⓫

●⓬
●⓭

ICT支援員など

情報の学習と関連させてもよ
い。

夏休みや冬休みの前など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.22 〜 23　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

交通事故「０」を目指して
●学習目標：交通安全施設や道路の通行のきまりについて理解し，安全な歩行ができるようにする。
●学習内容：交差点の構造と車両の動き，信号機の種類とその役割，道路施設とその役割について知る。

❶　信号機は，人の安全を第一に考えるとともに，自動
車がスムーズに通行できるように合理的に運用されて
いることを知る。きまりを守って，安全に行動ができ
るようにする。

❷　車両用信号，歩行者用信号の違いやシステムについ
て理解し，歩行者として注意することを考える。

❸　信号の変わり目，特に青信号の点滅が始まってから
横断は危険である。

❹　歩行者用が赤で停止していても，車両用が青のため，
左折車に注意しなくてはならない。

❺　信号灯が青→黄→赤と一巡する時間「サイクル」ま
たは「周期」という。交通量，交差点の大きさ，歩行
者の横断時間などを考慮して最適な長さを決定する。
一般的に交通量の多い交差点では長くなっている。

❻　歩行者と自動車の動きについて，ワークシートを
使ってまとめるとよい。

❼　タッチ式スイッチや押しボタンによって作動する。
信号を変えること，歩行者に青時間を音で知らせるこ
とができる。バリアフリーやユニバーサルデザインの
視点にも触れておきたい。

❽　車両用信号の補助板で「スクランブル方式」や「歩
車分離式」と表示している場合がある。
・スクランブル式＝歩車分離式信号の一つで，全ての

車両を停止させて歩行者を横断させることができ，
さらに歩行者の斜め横断を可能としている。

・歩車分離式信号＝車両と歩行者の青信号のタイミン

グを分離している。
❾　歩車分離式信号では，歩行者用が青になっても，進

行方向の車両用が青になるとはいえない。同じ進行方
向の歩行者，自動車運転者が「車両用が青になったか
ら，歩行者も青」，「歩行者用が青になったから，車両
用も青」と思い込んで進んでしまうことがあるので注
意が必要である。

●ワークシートを使ってもよい。
❿　他の交通安全施設について調べてもよい。交通安全

施設は，交通の安全を保ちながら，円滑に通行できる
ようにしたり，交通事故を減少させたりするものであ
ることを理解する。

【評価の観点】
・信号の役割や信号の方式について理解している。
・信号の変わり方などの事例をもとに，交通安全を実現

するための信号のシステムについて考えたり，さまざ
まな信号の種類と安全の関係を考えたりしている。

・興味を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺
●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

警察，交通安全指導員など

道徳（規則の尊重）

交通安全教室の前後，夏休み
前など

指導・活動の目安
5 〜 10分

指導の要点・留意点

1

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.24 〜 25　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

道路標識の役割と意味 ふみきり事故をなくすために
●学習目標：道路交通環境や交通規則に基づいて安全な

行動ができるようにする。
●学習内容：道路標識の種類とその意味について知る。

❶　道路標識などについて知り，その意味を理解する。
これらは，歩行者，自転車や自動車が安全に道路を利
用できるためのものである。

❷　今まで学習したことを基に考える。解答については，
「見てみよう」二次元コード（ＱＲコード）で参照で
きる。

❸　解答は児童書縮刷上にある（上記）。
　道路標識には４種類がある。
〔案内標識〕目的地・通過地の方向，距離や道路上の

位置を示す。
〔警戒標識〕注意深い運転を促す。
〔規制標識〕禁止，規制，制限などの内容を知らせる。
〔指示標識〕通行するうえで守る必要のある事項を知

らせている。（国土交通省の資料による）
❹　他の道路標識を調べて，ワークシートでまとめても

よい。また，「見てみよう」二次元コード（ＱＲコード）
の道路標識の一覧表を参照してもよい。

【評価の観点】
・さまざまな道路標識について知っている。
・さまざまな道路標識を調べたり確かめたりしている。
・普段の生活と結び付けて学習に取り組んでいる。

❺　踏切の横断での待機と渡り方について，注意するこ
とを確認する。踏切事故は，自分の命のみでなく，電
車乗客などの命にも影響をもたらすことを理解し，安
全な横断を心がけるようにする。

❻　踏切事故の原因，事故の対象を理解して，踏切事故
の防止について考える。

❼　電車の停止距離は，自動車よりはるかに長い距離を
要する。踏切事故は，保安設備の整備などにより，減
少傾向にある（国土交通省）が，事故による死者・負
傷者はあとを絶たない。ワークシートを使って，考え
たことをまとめる。また，遮断機をくぐって渡ろうと
する行為について，どう思うかについて考えさせるの
もよい。

❽　住んでいる地域で，電車と車道の「立体交差化」が
ある場合，そこを見ることで実感することができる。

❾　非常ボタンは，踏切支障報知装置のこと。非常ボタ
ンを押すと，人や車などの立ち往生，その他危険と判
断した場合などに，運転士などに危険を知らせること
ができる。警報機の近くに設置されている。なお，い
たずらで非常ボタンを押すことは，法律違反になるこ
とも知っておくとよい。

【評価の観点】
・踏切の事故や安全について押さえている。
・踏切の事故の資料をもとに，考えている。
・普段の生活と結び付けて学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

●❼

●❽

●❾
インターネットを活用して調
べるなど

夏休みの前など

指導・活動の目安
各 10〜 15分

指導の要点・留意点

２ ３
●学習目標：踏切の横断におけるきまりを理解し，安全な横

断ができるようにする。
●学習内容：踏切事故の防止，非常ボタンの取り扱い方につ

いて知る。

⑧

④

⑮

③

⑩

②

⑬

⑦

⑫

⑤

①

⑨

⑪

⑭

⑥

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.26 〜 27　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

夜間や雨の日の歩行
●学習目標：自動車の運転者の視界について理解し，夜間の安全な歩行ができるようにする。
●学習内容：夕方や夜間などと安全な歩行の仕方（服装・反射材）について知る。

❶　夜間や雨の日は，自動車の運転者からどのように見
えるのかを理解して，夕方や夜間，雨の日に自分が注
意することに気づくようにする。

❷　昼間と夜間の見え方の違いについて，下記の観点で
考え，ワークシートに記入するとよい。
・人数のちがいはあるか。
・昼間に見えているものが，夜間は見えているか。
・光っているものがあるか。
・持ち物などは見えているか。
・服装の色は関係しているか。

❸　昼間はよく見えているのに，夜間は見えなくなって
いるものがあること，夜間運転者から見えていないこ
とで危険度が増していることに気づく。

❹　「見てみよう」2 次元コード（ＱＲコード）によって，
神奈川県警察のウェブサイトを参照できる。

❺　夜間の明るい色の服装や反射材の有効性がわかる。
黒，白，赤，黄などの服装で試す実験をしてみるのも
よい。反射材について，靴や帽子，キーホルダーなど
自分の持っている持ち物にも付いていることを知る。
例として，工事作業員の安全ベスト，安全ヘルメット，
自転車の反射器などを挙げてもよい。また，服装の色
によっても，見えにくくなくなることにも気づく。夜
間，自分の存在を示すことができるので，身を守るた
めにも有効である。

❻　自動車の運転者から，対向車のヘッドライトによっ
て，歩行者が見えにくくなることがある（蒸発現象）。

これを知っておくことで，目立つ色の服装，反射材の
使用，運転者が歩行者の存在に気づいてから行動する
などの対策がとれる。

❼　雨の日の自動車の特徴，歩行者の特徴を，児童が調
べた例として示している。これを参考に，調べたり考
えさせたりするとよい。

❽　夜間及び雨の日について，歩行時と自転車乗車時の
視点からまとめる。ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・夜間や雨の日の見え方や歩くときの危険について押さ

えている。
・夜間や雨の日には，明るいときや晴れた後とどう異な

るかについて考えたり，調べたり，話し合ったりして
いる。

・興味を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸
●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

警察，交通安全指導員など

保健（５年：けがの防止）

自転車交通安全教室の前後，
暗くなるのが早い時期，雨の
多い時期

指導・活動の目安
5 〜 10分

指導の要点・留意点

４

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.28 〜 29　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

自転車での通行の仕方
●学習目標：自転車の安全な乗車について理解し，交通規則を守って安全な乗車ができるようにする。
●学習内容：交差点の通行，道路の横断，自転車の通行位置について知る。

❶　さまざまな交差点において，自転車での通行の仕方
を理解し，安全に通行することができるようにする。
13 歳未満の子どもが自転車を運転するときは，保護
者がヘルメットを着用させることとなっている（努力
義務）。

❷　交差点では，信号機の有無にかかわらず，いったん
止まって安全確認をすることが大切である。一時停止
は，完全に止まり，足を地面につけること。

❸　信号機のあるところ，ないところでの通行の仕方に
ついて，ワークシートで注意点をまとめてもよい。ま
た，横断歩道を通行するときは，自転車から降りて通
行しなければならない。

❹　道路交通法では，自転車は軽車両である。右折は，
２段階に分けて通行しなくてはならない。信号機のあ
る交差点を自転車が右折すると，直進車と接触するこ
とがある。自転車と自動車のスピードが違うこと，右
折する自転車は後方確認ができないためである。

❺　ワークシートで右折の仕方を記入してもよい。
❻　道路交通法では，自転車は軽車両である。歩道と車

道の区別のある道路では，車道を通行しなければなら
ない。13 歳未満の子どもは，歩行者を妨げないよう
にし，歩道を通行できる。また，車道では，左側を通
行しなければならない。

❼　車道を走行するときは，前を走行する車が急停止し
た場合でも追突しないように，車間距離を保たなけれ
ばならない。前を走行する車両が自転車であっても，

同様に車間距離を保たなければならない。
❽　歩道があっても，路側帯を歩いていても，歩行者の

近くを通過するときは，安全な間隔を保つか，徐行を
しなければならない。

❾　ワークシートを用いて，通行位置について確認して
もよい。

❿　バス，トラック，タクシーなどの駐停車車両がある
場合は，避けるために進路変更することができる。避
けた後は，元の走行位置に戻る。ただし十分な注意が
必要となり，準備として方法確認と合図（手信号）を
したほうがよい。

【評価の観点】
・自転車で通行するときの注意や基本について，理解し

ている。
・普段の生活を振り返りながら，自転車での安全で正し

い通行の仕方について考えている。
・学習したことを生活に生かそうとしている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾ ●❿

警察，交通安全指導員など

学校周辺の道路の写真を撮影
し，考える事例として活用す
るなど

保健（５年：けがの防止）

自転車交通安全教室の前後な
ど

指導・活動の目安
5 〜 10分

指導の要点・留意点

５

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.30 〜 31　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

❶　自転車の危険な乗り方や交通ルールを理解して，安
全に乗車ができるようにする。

❷　普段の自分の乗り方が危険な乗り方であることを認
識していない場合もある。思い出してチェックする。

❸　ワークシートでも，同様にチェックできるので，交
通安全教室や夏休みなどの前に確認するとよい。

❹　危険な行為である。罰則を伴う。他に遮断踏切での
立ち入り，ブレーキなどの整備不良自転車運転，酒酔
い運転などがある。すべては，自分が危険になるだけ
でなく，周囲を事故に巻き込むことも理解する。

❺　二人乗りの禁止，手放し運転は不安定な運転となる。
13 歳未満の子どもが自転車を運転するときは，保護
者がヘルメットを着用させることとなっている（努力
義務）。

❻　ライトの点灯は，自分の存在を自動車や歩行者に知
らせる目的がある。ライトがついていない，つかない
などは，整備不良で違反車両となる。

❼　音楽を聞きながらの運転は，通行する車両などの音
を聞きとれなくなり，注意が散漫になるため，危険を
感知することができなかったり，対処が遅れたりする。

「ながらスマホ」も同様である。不安定な運転や周囲
の車両，歩行者などへの注意が不十分となり，重大な
交通事故につながる。

❽　自転車安全利用五則については，「見てみよう」二
次元コード（QR コード）により，警察庁ウェブサイ
ト「キッズページ」を参照できる。

❾　自転車の通行位置については，児童書 p.28 で学習
している。

❿　安全ルールについては，児童書 p.30 を参照する。
⓫　子どもの自転車事故では，被害者となるだけでなく，

事故によっては加害者となることもある。けがを負わ
せてしまうことの重大さを感じ，運転者としての責任
を認識し，安全な乗り方をする意識の向上につなげる。
ワークシートに感想を書いてもよい。

【評価の観点】
・自転車の安全な利用や危険運転行為及び運転者として

の責任を押さえている。
・自転車の危険な乗車の仕方や周囲に迷惑のかかる自転

車利用の仕方を基に，危険な理由や迷惑な理由を考え
ている。

・運転者としての責任を認識し，安全かつよいマナーで
自転車を利用しようとしている。

●❶
●❷ ●❸

●❹ ●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

●⓫

警察，交通安全指導員など

保健（５年：けがの防止）

自転車交通安全教室の前後な
ど

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

自転車の危険な乗車
●学習目標：自転車の安全な利用の理解を深め，安全な乗車ができるようにする。。
●学習内容：自転車の正しい乗り方，自転車で移動してよい範囲，ヘルメット着用について知る。

６

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.32 〜 33　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

❶　交通社会において歩行者と車の共存を認識し，周り
に配慮して自転車の乗車ができるようにする。

❷　４つの場面から迷惑な行為をまとめる。ワークシー
トを使ってもよい。

❸　歩行者がいる歩道で規制を無視しての自転車で走行，
歩行者の合間をぬっての走行は迷惑かつ危険である。

❹　多くの荷物をかごや後部に載せたり，ハンドルの片
側にかけたりした運転は，不安定な運転となる。自分
の転倒や歩行者への接触などが起こる。

❺　自転車の駐輪は適切な場所に置く必要がある。店頭
や建物の前などは，高齢者，車椅子の人，子ども連れ
などの歩行者の通行妨害となる。

❻　視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）は，視
覚障害者を安全に誘導するためのものであることを理
解して，その上に自転車を置かないようにする。

❼　普段の自転車利用を思い出して，気づいたことをま
とめる。ワークシートに記入してもよい。

❽　自転車のブレーキをかけるときは，両手でしっかり
握った状態から，左（後輪）ブレーキをかけ，スピー
ドを落としてから右（前輪）ブレーキをかけて止まる。

【評価の観点】
・自転車の乗車や駐輪のマナーを押さえている。
・絵を見て，マナーが安全につながっていることについ

て考えている。
・普段の生活を振り返り，改善しようとしている。

❾　定期的に，あるいは乗車前に，点検と手入れを行う
必要性を考える。点検の仕方を理解して，自主的に行
うようにする。

❿　故障中の自転車，手入れされていない自転車に乗る
ことが事故を起こす危険性を増すことを理解する。点
検と手入れは家で行うため，家の人とチェックするこ
とも考慮する（「おうちで」マーク）。ワークシートを
使用してもよい。

⓫　５年生までの経験を踏まえる。「ぶたはしゃべる」
の合言葉で点検内容を理解し，いつでも行えるように
する。学校での自転車交通安全教室を想定して，「友達」
と一緒に点検し合ってもよい。

⓬　ＴＳマーク（自転車向け保険）は，傷害保険と賠償
責任保険，被害者見舞金（赤色ＴＳマークのみ）が付
いている（付帯保険）。「ＴＳ」は，TRAFFIC　SAFETY（交
通安全）の頭文字をとったものであり，ＴＳマークに
は，青色マーク（第一種）と赤色マーク（第二種）が
あり，賠償内容が違っている。自転車安全整備店にて，
自転車の点検整備（有料）を受けると，ＴＳマークを
貼付してもらうことができる。（以上，日本交通管理
技術協会の資料を参考）

【評価の観点】
・自転車の点検の大切さを理解している。
・点検の箇所や点検の仕方を調べるとともに，点検をし

ないとどうなるかについて考えている。
・運転者としての責任を認識している。

●❶
●❷

●❸ ●❹ ●❺

●❻
●❼

●❽

●❾
●❿

●⓫

●⓬

警察，交通安全指導員など

恐怖をあおらないように注意
する。学校周辺の「子ども110
番の家」を確認する。など

保健（５年：けがの防止）

自転車交通安全教室の前後な
ど

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

自転車利用のマナー 自転車の点検と整備
●学習目標：自転車の安全な利用の理解を深め，安全な乗

車ができるようにする。
●学習内容：自転車のマナー，ブレーキのかけ方について

知る。

７ ８
●学習目標：自転車の安全な乗車や点検・整備について理解し，

安全な乗車ができるようにする。
●学習内容：定期的あるいは乗車前の点検の仕方について考

え，行う。

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.34 〜 35　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

自動車による交通事故を防ぐために①
●学習目標：自動車の性質を知り，死角と停止距離を理解し，危険予測と危険回避ができるようにする。
●学習内容：自動車の死角と停止距離について知る。

❶　自動車の性質を理解して，自分で危険予測と危険回
避をして，交通事故の防止ができるようにする。

❷　自動車の死角について，５年までの安全学習や５年
保健「けがの防止」で学習したことを思い出す。

❸　自動車の死角，運転者からは見えない部分があるこ
とを理解する。乗用車，大型トラックなど種類によっ
て範囲が広がり，大型車になるほど広くなる。駐停車
中の自動車に近づくことの危険性を認識する。ワーク
シートに記入してもよい。

❹　トラックの安全窓やミラーによって運転者からの確
認ができるが，完全に見えているわけではない。特に，
左側後方の死角が大きくなる。左側は確認できる部分
が少なく，左側方から左後方にかけてはバックミラー，
アンダーミラーに映る範囲以外はほとんど死角となる。
特に，後方はほとんどが死角となる。ミラーの見え方
は，車体によってさまざまであり，運転席に座った状
態では，窓から下の外側は見えていない。死角の多く
なるトラックでは，助手席側ドアの安全窓（ナビウイ
ンドウ，セーフティウインドウなど）によって確認が
できるようになっている。また，車の後方の映像を映
すバックカメラが取り付けられた自動車が増えている。
技術の発達で見えるところは増えているが，目視でき
ない場所があることに変わりはないこと，複数のこと
を同時に確認できないことなどに注意する。

❺　自分の存在に運転者が気が付いていないことが多い
として，常に注意を払う必要がある。急に動き始める

こともあるので，運転者の有無，自動車の音，ランプ
などを確認する。

❻　駐車車両による死角に注意を促す。この死角に隠れ
て，走行している車両の運転者から見えず，交通事故
が起こっている。絵を見てわかるように，運転者から
見えていないことを自覚する必要がある。

❼　ワークシートで空走距離，制動距離，停止距離の言
葉の説明をしてもよい。警察庁によれば，運転中前方
30m に子供が飛び出してきた場合，時速 50km は衝
突を回避できるが，時速 60km では衝突するとされ
ている。空走距離は速度と関係し，制動距離は速度や
路面，車両などの重さと関係している。停止距離の関
係についても補足するとよい。

❽　雨で路面がぬれた道路をすり減ったタイヤで走行し
たり，路面が凍結したりしている場合は，停止距離が
さらに延びる。

❾　ワークシートで実際に距離を調べる活動を示してい
るので参照されたい。

【評価の観点】
・自動車の性質を知り，死角，停止距離，内輪差を押さ

えている。
・自動車の死角を具体的に考えるともに，停止距離や内

輪差が，安全にどう関わっているか考えている。
・関心を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

●❼

●❽
●❾

運転席から見える状況を撮影
しておくなど

保健（５年：けがの防止）

交通安全教室の前後など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

9

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.36 〜 37　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

10 自動車による交通事故を防ぐために②
●学習目標：自動車の性質を知り，内輪差を理解して危険予測と危険回避ができるようにする。自動車の同乗におけるシー
トベルト着用の効果を知り，着用の徹底ができるようになる。
●学習内容：自動車の死角と停止距離，シートベルト着用とその効果について知る。

❶　自動車と歩行者の事故では，巻き込み事故が多く発
生している。自動車の内輪差が原因であることを理解
して，安全に行動できるようにする。自動車でのシー
トベルト着用の必要と，同乗時の安全に配慮した行動
をとれるようにする。

❷　M さんの事故事例（児童書 p.36①〜③）で事故発
生の理由を考える。ワークシートに自分の考えを記入
し，友達と意見を交換してもよい。

❸　車両が交差点で左折するときに，前輪と後輪の軌跡
に差が生じ，自動車に巻き込まれる事故が起こること
を理解する。大型車になればなるほど，内輪差が大き
くなるため，交差点では自動車から離れ，歩行時，自
転車乗車時の停止位置を下げるようにする。インター
ネットを活用して，内輪差の危険を扱った動画などを
適宜活用するとよい。

❹　内輪差について理解できているかを確認する。
　　答え：（順に）後輪，通り過ぎる
❺　自動車に乗るときの注意事項について，理解する。
❻　自動車乗車時は，シートベルト着用を義務づけられ

ている。運転席，助手席の着用率は，100％に近くなっ
ているが，後部座席の着用率は半分にも満たない。後
部座席のシートベルト非着用時の交通事故死者数をグ
ラフに表している。死因として，前部座席や天井への
衝突，車外への放出などが多くなっている。後部座席
は，子どもは後部座席に座るのでチャイルドシートや
シートベルトの着用を自分でできるようにする。

❼　窓から身を乗り出す，手を出す行為は運転者の妨害
となる。自動車から降りるときは，左側から降りるこ
とが基本である。後方や周りに自転車やバイクが迫っ
ていないかを十分に確認してから降りる。

❽　自動車の同乗するときの注意事項について，ワーク
シートに記入してもよい。

【評価の観点】
・内輪差とそれにより起こる危険について理解している。

シートベルトの必要性を押さえている。
・内輪差を踏まえ，交差点でどんな危険が起こりうるか，

危険を避けるためにはどうすればよいかについて考え
ている。

・普段の生活を振り返り，改善しようとしている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

警察，交通安全指導員など

保健（５年：けがの防止）

交通安全教室の前後，夏休み
前など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.38 〜 39　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

火事と安全な行動
●学習目標：火災のときに起こる危険を理解して，適切な行動や避難ができるようにする。。
●学習内容：火災時の危険，火災情報に基づいた判断と行動，避難の通報の仕方について考える。

❶　火災時の危険を知り，未然に防ごうとするとともに，
安全な避難や行動できるようにする。

❷　火事のときに火から逃れることの他にも注意する必
要があることに気づかせる。また，火災による死亡原
因について知り，防ぐためにどんなことに気を付けれ
ばよいかを考える。

❸　火災の発生原因は今までに学習した。たばこ，たき
火，こんろ，放火，火遊びなどによる。放火以外は，
注意を払うことによって防止できるものである。

❹　煙に巻かれ一酸化炭素中毒を起こした事例である。
５年理科で学習したことと関連し，一酸化炭素の特徴
から原因を考えてもよい。一酸化炭素中毒は，締め切っ
た室内での不完全燃焼，自動車などの排気ガス，火災
などが原因となる。一酸化炭素は酸素欠乏を引き起こ
し，頭痛，めまい，歩行困難などの症状をもたらし，
呼吸困難を引き起こす。ワークシートに一酸化炭素中
毒が多い理由について，まとめてもよい。

❺　火災発生時の煙は，一酸化炭素を多く含む。この煙
から逃れるために，煙の進み方，速さ，逃れ方を理解
する。また，火事が発生したときは冷静に適切な行動
ができるようにする。荷物を持って逃げようとせず，
まず命を優先して避難する。前もって，学校や家など
にある火災報知器，消火器なども確認しておく。防災
標語「おさない，かけない（はしらない），しゃべら
ない，もどらない」を再確認して適切な行動ができる
ようにする。

❻　煙は、特に垂直方向に速く動く。例では、
　12m ÷５m ＝ 2.4 秒となる。
❼　煙の特徴について，ワークシートにまとめてもよい。
❽　通報の仕方は知っておくようにする。「119 番消防・

救急」の消防本部では，火事や救急か，場所，目標物，
電話番号，何が燃えているかについて問いかけてくれ
るので，慌てずにしっかりと答える。公衆電話での通
報の仕方についても知識として身に付けておく。 

【評価の観点】
・火災発生時には，一酸化炭素に注意が必要なこと，そ

のために煙から逃れることが重要であることを押さえ
ている。

・グラフやコラムから，火から逃れる以外に必要なこと
を考えたり，煙から逃げるためにどうすればよいか考
えたりしている。

・火災発生時をイメージして，真剣に学習している。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼
●❽

消防署員など

理科（５年：燃焼の仕組み）

防災訓練，避難訓練の前など

指導・活動の目安
5 〜 15分

指導の要点・留意点

1

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.40 〜 41　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

地震と安全な行動
●学習目標：地震発生時に起こる危険を理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：地震発生時の適切な行動，避難の仕方について知る。

❶　地震が起こったときの行動について，学校にいると
き，学校以外にいるときの場面を想定して具体的に考
える。

❷　それぞれの場面で考え，自分の考えや友達の考えを
まとめる。ワークシートやノートを使用してもよい。

❸　自分の命を守ることを優先にする。物の落下，転倒
などから頭部を守るにはどうすればよいか考える。

〔教室〕机の下に入り，机の脚を対角線上で持って頭
を守る。揺れがおさまったら，先生の指示に従って避
難する。

〔校庭〕校舎のガラスが割れて落ちる。すぐに遊びを
やめて，校庭の真ん中に集まって座る。低学年の子が
いたら，声をかけて一緒に行動する。揺れがおさまっ
ても，教室に戻らず，校庭で指示を待つ。

〔実験中〕危険が伴うので，落ち着いた対処が必要で
ある。薬品などが倒れないようにする。火を扱うよう
な場合はすぐに火を消す。揺れが強い場合は，薬品な
どがかからない場所に移動する。

❹　シェイクアウトは一斉防災訓練であり，決められた
日時に，地域，学校や職場などで参加する。地震の際
の初動，安全確保行動「まず低く，頭を守り，動かない」
を身に付けるため，ピクトグラムでわかりやすく表示
し行動がとれるようにしている。「DROP ！ COVER ！　
HOLD ON ！」の指示を，外国語の「話すこと」と関
連させるのもよい。

❺　ビルの近く：ガラスや看板の落下に注意する。ビル

内では身を低くして何かにつかまる。エレベーターを
使用しない。

〔海の近く〕津波を警戒する。情報を収集するとともに，
すぐに海から離れて高台に避難する。遊びに入る前に，
避難経路，避難場所を確認しておく。

〔スーパーマーケットの中〕陳列物が倒れ，落下する。
買い物かごや自分のカバンなどで頭部を守る。

〔電車の中〕急停車に備えて，つり革や手すりにつか
まる。慌てず，乗務員の指示に従う。線路などに自己
判断で降りない。

❻　コラムを読んで，強い地震があったら，警報が出な
くても海岸近くから離れることを認識させる。　

【評価の観点】
・地震発生時に起こる危険と，その場に合った安全な行

動の仕方を理解している。
・地震が起こったときに，どう行動するかを考えたり，

共有したりしている。
・いざというときのために必要なこととして，真剣に学

習している。

●❶

●❷
●❸

●❹

●❺

●❻

消防署員など

保健（５年：けがの防止）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
15 〜 25分

指導の要点・留意点

２

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.42 〜 43　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

自然災害による被害
●学習目標：地震，風水害，竜巻，豪雪，火山災害の被害を知り，安全な行動の仕方を理解する。
●学習内容：自然災害の被害について知る。

❶　さまざまな自然災害の被害について，過去の災害か
ら学習する。地震，風水害など，被災した地域の児童
への指導には配慮を要する。

❷　被害については，写真及び，今までに起こった地震
の被害について，テレビやラジオなどのニュースなど
で目にしたことをもとに考えさせる。

❸　道路の地割れ。道路交通網を寸断する。また，傾斜
地の山崩れなどが起こる。地鳴りがすることもある。

❹　高速道路の倒壊。熊本地震での家屋倒壊。ビル，マ
ンションなどの大きな建造物，住宅が半倒壊，全壊す
る。倒壊した建物に近づかない。家具の転倒，ガラス
飛散などが起こる。建物や道路の破壊とともに，電信
柱や標識などが傾いたり，倒れたり看板などが落ちた
りする。電線が落ちたり垂れたりし，火災を引き起こ
すこともある。

❺　火災。揺れによる住宅の倒壊や家具の転倒により，
物が散乱して火事が起こりやすい状況となる。電気製
品の配線やガス管の破損やストーブの転倒などが原因
となる。

❻　津波。震源地によっては津波が発生する。揺れの小
さな地震でも津波が発生することがある。津波は繰り
返し押し寄せ，海から離れた地域の町や人までも飲み
込んでしまう。

❼　台風・大雨によって，土砂の崩落，川の氾濫による
住宅浸水，道路などの冠水，川の濁流による破壊など
が起こる。

❽　気象状況によって，突如として竜巻が発生し，住宅
や物などを吹き飛ばす。竜巻は予測することが非常に
困難である。

❾　大雪によって，積雪による屋根の損壊，雪崩，除雪
中の転落事故などが起こる。

❿　溶岩流や火砕流，火山灰，火山ガスなどの火山噴出
物の被害がある。

⓫　ワークシートで被害を小さくする方法をまとめても
よい。

⓬　写真によって被害を理解するようにしているが，恐
怖を感じる児童への配慮には注意を払って指導する。

【評価の観点】
・地震，風水害，竜巻，豪雪，火山災害の被害を押さえ

ている。
・地震，風水害，竜巻，豪雪，火山災害の被害を踏まえ

て，安全な行動や被害を小さくするの仕方について考
えている。

・いざというときのために必要なこととして，真剣に学
習している。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽ ●❾

●❿
●⓫
●⓬

消防署員など

社会（我が国の国土の地理
的環境），理科（天気の変化，
地球と宇宙）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

３

見
本
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指導
資料

みんなの安全　６年　p.44 〜 45　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

４ 防災会議を開こう
●学習目標：家での防災会議や非常用持ち出し品，地域の防災訓練への参加などの日常的な備えの必要性を理解し，自主的

に備えができるようにする。
●学習内容：家での防災会議，地域における防災に関する活動の理解と参加，避難所の生活について考える。

❶　自然災害に備えて，家での防災会議の開催，地域の
防災訓練への参加ができるようにする。加えて，避難
所の生活や「災害用伝言ダイヤル」の使い方を知る。

❷　家での防災会議では，準備しておくこと（物，する
ことなど），決めておく行動などがある。家族構成や
地域の状況など実態を踏まえて，細かく話し合ってお
く必要がある（「おうちで」マーク）。

❸　取り掛かりとして，いざというときのためのチェッ
クリストでチェックする。家の人がすべての項目につ
いて確認ができている状態が望ましい。

❹　災害時の行動に役立つものである。記入欄に一人一
人がいつでも確認できるように，見える箇所に掲示し
ておく。自分の家に合った内容や様式にして作成する
ことでもよい。防災カード，避難カード，緊急連絡カー
ドなどを配布している自治体もある。また，防災アプ
リなどで備えることもできる。

❺　非常用持ち出し袋は，すぐに持ち出せる位置に置い
ておく必要がある。定期的に，入れておくものや，持
ち運べる重さかどうか，非常食の賞味期限などを点検
しておく。ワークシートで点検してもよい。

❻　家具の転倒，落下，移動防止の対策が必要である。
Ｌ時金具，ベルト式，チェーン式，突っ張り式，粘着
マット式などがあり，組み合わせて使用する場合もあ
る。避難通路や出入り口の確保，引き出しの飛び出し
によるけが防止の対策も必要となる。

❼　災害時に適切な行動ができるように，災害を想定し

て事前に行う訓練。地域の防災訓練は，町会，自治体
などが開催する。自治体からの情報を入手して参加す
る。初期消火，応急手当，救助などの訓練が行われる。
地域の人との関わりを持つこともできる。ワークシー
トでまとめてもよい。

❽　避難所の生活では，大勢の人と過ごすことになる。
避難所での仕事や役割を考えて，自分たちでできるこ
とを考える。

❾　災害時の連絡のとり方の方法である。災害用伝言ダ
イヤルに使用する番号を家の人と決めておくとよい。
公衆電話を使えるようにすることや，近くの公衆電話
の場所を知っておくようにする。

【評価の観点】
・日頃の備えの大切さを認識し，必要事項を確認したり，

非常用持ち出し袋を準備したりすることができる。
・いざというときのためにどんな備えが必要かについて

考えたり，チェック項目をつくったりしている。
・家庭での防災会議の開催や地域の防災訓練への参加を

意欲的に行っている。

●❶
●❷●❸

●❹ ●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

消防署員，保護者など

地域での一斉訓練に参加する
など

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
15 〜 25分

指導の要点・留意点

見
本



29

指導
資料

みんなの安全　６年　p.46 〜 47　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

５ さまざまな警報・情報
●学習目標：気象警報や災害に関する正しい情報を入手して，安全で適切な行動ができるようにする。
●学習内容：防災気象情報，緊急速報，正しい情報について知る。

❶　被害を最小限におさえるためには，正確な情報を迅
速に入手する必要がある。関係機関から伝達されて知
るものや，自ら入手するものがある。

❷　児童が身近で目にしたり，聞いたりする気象警報や
災害に関する情報についてどんなものがあるか振り返
る。ここでは，スマートフォンの緊急地震速報，イン
ターネットでいつでも見られる気象庁の気象情報を掲
載している。

❸　写真以外のものについては，ワークシートを使って
まとめてもよい。どんな情報があるか振り返ったり，
調べたりしてまとめる。 

❹　正しい情報の入手の仕方について，自分で調べたり，
グループで調べたりする。ワークシートを使用しても
よい。災害時は，停電などライフラインが停止するこ
とがあるため，さまざまな入手方法を知っておくこと
が大切である。

❺　「見てみよう」2 次元コード（ＱＲコード）で，気
象庁ウェブサイトの実際の情報を参照できる。

❻　テレビ，ラジオは，緊急地震速報が報知音とともに
知らせたり，台風接近情報や大雨洪水注意報・警報，
避難指示などが知らされたりする。災害が起こったと
きは，ライフラインの情報も知らされる。手回し充電
ができるラジオ（防災ラジオ）は，災害時に役立つ。

❼　インターネットでは，自分で得たい情報を検索して
調べられる。自治体のウェブサイトやアプリの活用，
SNS などの情報も入手可能である。自治体の防災情報

や交通機関の情報など，公式のアプリを活用している
ものがあれば，クラス全体で共有するのもよい。

❽　防災無線放送などは，被災地では情報の錯綜などに
よって，パニック状態に陥ることもある。いち早く正
確な災害情報を地域の住民に伝えるためのものである。

❾　ハザードマップは災害発生時に，危険区域・危険箇
所や災害時の避難場所がわかるようにした地図。浸水
による水害時用など，災害の種類によって，分けてい
るものもある。事前に自分で確認しておくことが大切
である。❻〜❾では，正しい情報源が必要であること
を強調したうえで，デマについてコラムを読んで考え
させるとよい。

❿　2 次元コード（ＱＲコード）によって，国土交通省「ハ
ザードマップポータルサイト」を参照できる。各地域
の情報が得られる。

⓫　家の人との防災会議において，情報の入手の仕方に
ついて話し合うようにする（「おうちで」マーク）。

【評価の観点】
・気象警報や災害に関する正しい情報の入手の仕方を

知っている。
・なぜ正しい情報が必要なのか，どんな情報が大切なの

かについて考えている。
・興味を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺

●❻

●❼ ●❽

●❾
●❿

●⓫

ICT機器を用いて，実際に
ウェブサイトなどを確認しな
がら学習する。

社会（我が国の国土の地理的
環境）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
5 〜 15分

指導の要点・留意点

見
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みんなの安全　６年　p.48　　❹災害安全　　　　　　　　　　　p.49

いつ

かん
れん

協力

工夫

放射線と安全 安全の学習のおわりに
●学習目標：放射線による事故の危険について理解し，安

全な行動ができるようにする。
●学習内容：身の回りの放射線，放射線から身を守る方法

について知る。

❶　東日本大震災での原子力発電所の事故を踏まえ，学
校の安全教育において，原子力災害時の安全として，
放射線による身体の影響や健康被害，避難の仕方など
を学習することとなった。放射線による事故の危険に
ついて理解し，原子力災害時の情報の収集や行政の指
示に従った安全な行動ができるようにする。

❷　放射線には，人工的につくられるエックス線（レン
トゲン）や放射性物質から出てくるアルファ線，ベー
タ線，ガンマ線などがある。これらは透過力（ものを
突き抜ける力）を持ち，生体に影響を及ぼすので，生
活の中で放射性物質を浴びる可能性はあるが，被ばく
線量に留意する必要がある。

❸　内部被ばくは，食べたり吸い込んだり，きず口など
から体に取り込んだりしてしまった放射性物質から放
射線を受けることである。食品による被ばく量を考え
る場合には，体全体への放射線の影響の大きさ（実効
線量）をあらかじめ計上した食品の基準値が決められ
ている。

❹　放射線には自然界にある放射性物質から出てくる自
然放射線と，発生機器を使って発生したものや，原発
事故のように原子炉でつくられた放射性物質から出て
くる人工放射線がある。人体への影響を考える場合，
両者に差はない。

❺　放射性物質から離れること，放射線を受ける時間を
短くすること，放射線を通しにくい建物の中に入るこ
とで，体の外から受ける量を少なくする。

❻　放射線を使っている施設で事故が起こったときは，
自治体などから避難指示が出され，これをもとに指示
が伝えられる。正しい情報を入手して落ち着いた行動
がとれるようにする。

❼　ワークシートに記入してもよい。

【評価の観点】
・放射線による危険について理解している。
・放射線の危険性を踏まえ，事故が発生したときなど，

どんな行動をとる必要があるか，調べたり考えたりし
ている。

・放射線による事故が起きたとき，安全な行動をする心
構えを持っている。

❽　1 年間の学習したことを振り返る。自由に記入させ
る。児童の吹き出しによって，具体的な例を示してい
るので，参考に記述させるとよい。振り返る際に，友
達と話し合いながら記入して発表させてもよい。

❾　中学生に向けて，学校生活に限らず，毎日の生活に
おいて，健康で安全に過ごすための意欲を向上させる
ことをねらいとする。自由に記入させるが，できるだ
け具体的に記入することを促したい。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ ●❼

●❽

●❾

養護教諭，ICT支援員，保護
者など

タブレットやPCの操作の指
導

学校配布のタブレットやPC
を持ち帰る前など
１年間の安全の学習の最後

指導・活動の目安
各 5〜 10分

指導の要点・留意点

６

見
本
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年間指導計画例（１年〜３年）

１年 ２年 ３年
月 区分 内容 区分 内容 区分 内容

４

１年生に
なりました

１．学校へかようみち
２．どうろのあるきかた
３．どうろのわたりかた
４．ふみきりのわたりかた
５．きんきゅうじどう車がきた

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．新学きがはじまりました
２．学校でのすごし方
３．けんこうに気をつけよう

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．新学期が始まりました
２．毎日の生活
３．病気や熱中しょうから身を守る

交通安全 １．あぶないよとび出し
３．じてん車にのるとき

５

１年生に
なりました ６．よりみち・みちくさ

生活安全

１．学校でのやくそく
２．学級園づくり
３．楽しいうんどう場
５．あぶないよ

生活安全
７．はんざいから身を守るために①
８．はんざいから身を守るために②
９．はんざいから身を守るために③生活安全 １．学校しらべ

２．いろいろなところで
交通安全 ２．雨の日のあるきかた

６ １年生に
なりました

７．学校でつかうようぐ
８．みんななかよし
９．びょう気に気をつけよう

交通安全 ５．雨の日のとう下校
生活安全 １．学校での事こやけが

２．けがをしたら
災害安全 ４．雨や風が強いとき

７ 生活安全 ３．学校でのやくそく①
４．学校でのやくそく② 交通安全

１．道ろをわたるとき①
２．道ろをわたるとき②
６．自てん車にのるとき①
７．自てん車にのるとき②

交通安全 ３．自転車の乗り方①
４．自転車の乗り方②

８・９ 災害安全 １．火じやじしんなどのさいがい
２．ひなんのしかた 災害安全 ２．地しんがおこったとき① 

３．地しんがおこったとき② 災害安全
１．地しんが起こったとき
２．地しんや火事にそなえて
３．ひなんの仕方

10 生活安全
５．学校ですごすとき
６．ともだちといっしょ
７．そうじのしかた

災害安全 １．火じがおこったとき 災害安全 ４．さまざまな自然さいがい
５．日ごろのそなえ

11 生活安全 ８．ちゅういしてあそぼう
９．じこがおきたとき 生活安全 ４．そうじのとき 生活安全 ３．学校の外で

４．家の近所での事こやけが

12 生活安全 10．あぶないめにあわないために①
11．あぶないめにあわないために② 生活安全 ６．あぶないめにあわないために①

７．あぶないめにあわないために②

生活安全 ５．家の中での安全
６．事こやあぶないめにあったら

資料：気をつけて楽しく使おう
　　－スマホやインターネット－

１ 交通安全 ４．バスやでん車にのるとき 災害安全 ５．雪がふったとき 交通安全 １．町の中や道路で
２．天気の悪い日

２
資料：
気をつけてたのしくつかおう　
－スマホやインターネット－

交通安全
３．ふみきりをわたるとき
４．とび出し
８．バスや電車にのるとき

交通安全 ５．安全を守る道路ひょうしき
６．自動車の合図

３ ※２月までに取り扱えなかっ
た内容を配当する。

資料：
気をつけて楽しくつかおう　
－スマホやインターネット－

交通安全 ７．乗り物を利用するとき

＊年間指導計画例は，ダ
ウンロードができます。

見
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年間指導計画例（４年〜６年）

４年 ５年 ６年
月 区分 内容 区分 内容 区分 内容

４

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．安全な登下校
２．１日の生活
３．心の健康と安全
４．感染症・熱中症から身を守ろう

毎日を
楽しく
過ごす
ために

１．新学期が始まりました
２．規則正しい生活
３．感染症や熱中症から身を守ろう
４．みんな仲よく

毎日を
楽しく
過ごす
ために

１．今日から最上級生
２．規則正しい生活と安全
３．みんな仲よく

５ 生活安全 ５．はんざいから身を守るために①
６．はんざいから身を守るために② 生活安全 ５．犯罪から身を守るために①

６．犯罪から身を守るために② 生活安全
１．下級生をけがや事故から守る
２．学校の施設や設備
３．けがをしたら

６ 生活安全
７．はんざいから身を守るために③
８．スマホやインターネット
　　で気を付けること

生活安全 ７．安全マップをつくろう
８．電話やインターネットの危険 生活安全 ４．犯罪から身を守るために①

５．犯罪から身を守るために②

７ 交通安全 ３．自転車の安全な乗り方①
４．自転車の安全な乗り方② 交通安全 ５．自転車の危険な乗車やマナー

６．自転車の安全な乗り方 生活安全 ６．安全マップをつくろう
７．インターネットでの安全

８・９ 災害安全 １．火事が起こったとき
２．地しん 災害安全

１．地震のひがい
２．地震への対策
３．さまざまな災害への対策

災害安全 １．火事と安全な行動
２．地震と安全な行動

10 災害安全
３．さまざまな自然災害
４．災害が起こったら
５．日ごろのそなえ

災害安全
４．災害が起こったときのひなん①
５．災害が起こったときのひなん②
　　   ひなん訓練・防災訓練

災害安全

３．自然災害による被害
４．防災会議を開こう
５．さまざまな警報・情報
６．放射線と安全

11
生活安全 １．学校でのけが

２．授業中のけが
生活安全 １．学校の事故調べ

２．学校でのけがをなくすために 交通安全

１．交通事故「０」を目指して
２．道路標識の役割と意味
３．ふみきり事故をなくすために
４．夜間や雨の日の歩行資料：けがの手当

12 生活安全 ３．給食やそうじのときのけが
４．道路はきけんがいっぱい 生活安全 ３．安全のために知っておこう

４．遊びや家の中での危険 交通安全 ５．自転車での通行の仕方
６．自転車の危険な乗車

１ 交通安全 １．道路の標識と標示
２．交通事故の原因 交通安全 １．歩行中の交通事故の防止

２．正しい道路横断 交通安全 ７．自転車利用のマナー
８．自転車の点検と整備

２ 交通安全 ５．自動車に気を付けて①
６．自動車に気を付けて② 交通安全 ３．ふみきりの横断

４．夜間の歩行 交通安全

９．自動車による交通事故を
　　防ぐために①
10．自動車による交通事故を
　　防ぐために②

３ 交通安全
７．乗り物を利用するとき
８．交通事故をふせぐための
　　しせつや取り組み

交通安全 ７．交通安全施設と交通規制
８．自動車の性質

＊年間指導計画例は，ダ
ウンロードができます。
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